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日経平均株価　
　２万７４３９円９９銭　
▲１９８円６８銭(前日比)

ＴＯＰＩＸ
　１９３０．５６　　
　▲１０．６４(前日比)　

日経平均日足チャート

１
月
相
場
暴
落
で
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル

３
Ｑ
決
算
は
上
方
修
正
多
い

好
業
績
低
Ｐ
Ｅ
Ｒ
銘
柄
狙
う

　

１
月
の
株
式
市
場
は
大
発
会
こ
そ
上
昇
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
転
換
へ
の
懸
念
に
よ
る
Ｎ
Ｙ
株
式
の
急
落
に
歩

調
を
合
わ
せ
る
形
で
急
落
、
月
末
に
は
日
経
平
均
で
年
初
の
２
万
９

３
０
０
円
台
か
ら
３
０
０
０
円
幅
超
急
落
し
２
万
６
０
０
０
円
ス
レ

ス
レ
ま
で
売
ら
れ
た
。
予
想
Ｐ
Ｅ
Ｒ
で
は
一
時
１
３
倍
割
れ
ま
で
低

下
し
て
い
る
が
、
発
表
が
本
格
化
し
て
い
る
第
３
四
半
期
決
算
で
は

上
方
修
正
す
る
銘
柄
も
多
く
企
業
業
績
は
概
ね
好
調
だ
。
地
合
い
悪

で
売
り
叩
か
れ
た
好
業
績
低
Ｐ
Ｅ
Ｒ
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

 

 

売り叩かれた好業績
　　 低ＰＥＲ銘柄を狙う

  

低
Ｐ
Ｅ
Ｒ
の
筆
頭
は

海
運
株
。
業
績
も
好
調

で
、
南
米
か
ら
の
穀
物

輸
出
が
旺
盛
な
こ
と
や

中
国
の
春

節
・
冬
季

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
終
了

後
の
石
炭

需
要
の
増

加
期
待
等

の
要
因
か

ら
商
船
三

井
（
９
１

０
４
）
は

通
期
予
想

を
上
方
修

正
、
予
想

Ｅ
Ｐ
Ｓ
５

２
５
４
・

６
８
円
か

ら
予
想
Ｐ
Ｅ
Ｒ
１
月
末

時
点
で
１
・
７
倍
に
ま

で
低
下
し
た
。

　

鉄
鋼
に
つ
い
て
は
中

国
で
の
市
況
悪
化
が
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
材
料
な
が
ら

１
月
の
暴
落
相
場
で
大

き
く
株
価
は
下
落
し
、

日
本
製
鉄
（
５
４
０
１
）

は
Ｐ
Ｅ
Ｒ
４
倍
割
れ
の

水
準
に
な
っ
て
い
る
。

鉄
鋼
商
社
で
は
非
鉄
や

水
産
物
輸
入
な
ど
幅
広

く
取
扱
っ
て
い
る
阪
和

興
業
（
８
０
７
８
）
は

２
２
年
３
月
期
７
７
・

９
％
の
大
幅
営
業
増
益

予
想
で
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
３
・

７
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
国
土
の
約
８
０

０
分
の
１
に
相
当
す
る

社
有
林
を
有
す
る
住
友

林
業
（
１
９
１
１
）
は

戸
建
て
が
米
国
販
売
増

と
な
っ
て
い
る
が
、
株

価
は
昨
年
１
２
月
８
日

の
２
４
７
８
円
を
高
値

に
１
月
末
に
は
２
０
０

０
円
割
れ
に
ま
で
売
り

叩
か
れ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
５
倍
の

水
準
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
動
車
部
品
大
手
で

は
排
気
系
セ
ン
サ
ー
で

世
界
一
を
誇
る
日
本
特

殊
陶
業
（
５
３
３
４
）

は
半
導
体
製
造
装
置
用

部
品
を
含
む
半
導
体
関

連
事
業
も
堅
調
に
推
移

し
、
２
２
年
３
月
期
予

想
を
連
結
営
業
利
益
で

６
８
５
億
円
か
ら
８
１

０
億
円
（
前
期
比
７
０
・

９
％
増
）
へ
上
方
修
正

し
た
。
時
価
は
Ｐ
Ｅ
Ｒ

７
倍
の
水
準
で
あ
り
、

割
安
感
が
強
く
働
く
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

好決算へ反応はポジティブ

　

東
京
市
場
は
５
週
ぶ
り
に
反
発
し
ま
し
た
。

年
明
け
以
降
４
週
連
続
安
で
日
経
平
均
は
２

０
０
０
円
強
下
押
し
ま
し
た
が
、
前
週
は
７
２

２
円
上
昇
し
て
お
り
、
３
分
の
１
強
戻
し
て
い

ま
す
。
大
幅
利
上
げ
懸
念
が
後
退
し
た
こ
と
で

米
国
株
が
下

げ
止
ま
り
、
下
値
を
拾
う

動
き
が
強
ま

り
ま
し
た
。
米
大
型
グ
ロ

ー
ス
株
の
決

算
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や

ア
マ
ゾ
ン
は

好
調
の
一
方
、メ
タ
は
不

調
で
し
た
が
、

グ
ロ
ー
ス
株
に
対
す
る
過

度
な
警
戒
感

が
和
ら
ぎ
、
マ
ザ
ー
ズ
指

数
は
５
・
８

％
高
と
急
反
発
で
す
。

　

週
明
け
は

米
雇
用
統
計
発
表
を
受
け

て
の
対
応
に
な
り

ま
す
が
、
３
連
休
控
え
の

４
日
立
ち
合
い
で
、

決
算
発
表
を
手
掛
か
り
に

し
た
個
別
物
色
に

な
る
で
し
ょ
う
。ト
ヨ
タ

を
は
じ
め
と
し
た

大
手
に
加
え
、
週
後
半
に

は
中
小
型
の
決
算

発
表
が
集
中
し
ま
す
。
大

き
く
売
り
込
ま
れ
た
後
だ
け
に

好
決
算
へ
の
反
応
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
と
考
え
て
お
り
、
物
色
の

流
れ
確
認
し
な
が
ら
好
業

績
低
Ｐ
Ｅ
Ｒ
銘
柄
を
狙
う

方
針
で
す
。　
　

 

花
咲 

翁

商三井上方修正で買い気再燃

海運は上昇率トップ

商船三井の日足チャート
　

週
明
け

３
１
日
、

商
船
三
井

（
９
１
０

４
）
や
川

崎
汽
船

（
９
１
０

７
）
の
大

手
に
加
え
、

乾
汽
船

（
９
３
０

８
）
な
ど

関
連
中
小

型
を
含
め

海
運
株
が

軒
並
み
高
、
東
証
１
部

上
昇
率
ト
ッ
プ
に
立
っ

た
。
商
船
三
井
が
２
２

年
３
月
期
の
連
結
業
績

予
想
を
上
方
修
正
、
期

末
配
当
を
引
き
上
げ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
海

運
セ
ク
タ
ー
全
般
に
買

い
気
が
再
燃
し
た
。
川

崎
近
海
汽
船
（
９
１
７

９
）
も
２
２
年
３
月
期

通
期
予
想
の
上
方
修
正

を
発
表
し
て
い
る
。

 

ト
プ
コ
ン
営
業
益
７
倍

　

ト
プ
コ
ン
（
７
７
３

２
）
が
急
伸
、
ス
ト
ッ

プ
高
ま
で
買
わ
れ
た
。

２
２
年
３
月
期
の
第
３

四
半
期
累
計
決
算
を
発

表
、
連
結
売
上
高
で
１

２
４
８
億
３
４
０
０
万

円
（
前
年
同
期
比
３
４
・

２
％
増
）
、
営
業
利
益
で

１
０
３
億
４
７
０
０
万

円
（
同
７
・
１
倍
）
と

大
幅
な
増
収
増
益
と

な
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
イ

ン
フ
ラ
事
業
で
は
、
部

材
不
足
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
も
、
堅
調
な
国

内
販
売
、
欧
米
向
け
測

量
・
レ
ー
ザ
ー
機
器
の

販
売
が
引
き
続
き
好
調

に
推
移
し
た
。

サニクス下方修正

 

 

　

サ
ニ
ッ
ク
ス

（
４
６
５
１
）
が

急
落
し
安
値
。
２

２
年
３
月
期
の
連

結
営
業
損
益
予
想

を
１
８
億
２
７
０

０
万
円
の
黒
字
か

ら
２
２
億
２
９
０
０
万

円
の
赤
字
（
前
期
２
３

億
２
５
０
０
万
円
の
黒

字
）
へ
下
方
修
正
し
た
。

日
本
卸
電
力
取
引
所
の

市
場
価
格
が
想
定
以
上

に
上
昇
、
売
上
原
価
が

大
き
く
増
加
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
Ｄ
Ｃ
大
幅
増
額

　

１
日
、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
２
４
１

０
）が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２

年
９
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
第
２
四
半
期

累
計
の
連
結
営
業
利
益

で
２
億
７
０
０
０
万
円

か
ら
４
億
１
０
０
万
円

へ
大
幅
に
上
方
修
正
し

た
。
Ｉ
Ｔ
業
界
を
中
心
に

想
定
し
て
い
た
よ
り
も

採
用
需
要
が
活
発
と
な

り
、
各
事
業
に
お
け
る
取

引
社
数
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、
売
上
高
が
計
画

を
大
き
く
上
回
っ
た
。

ワ
オ
ワ
ー
ル
ド
新
安
値

　
Ｗ
Ｏ
Ｗ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

（
２
３
５
２
）が
急
反
落
、

昨
年
来
安
値
を
更
新
し

た
。
２
２
年
３
月
期
の
業

績
予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
３
１
億
５
０

０
０
万
円
か
ら
２
８
億

４
０
０
０
万
円
（
前
期
比

３
２
０
・
５
％
増
）
、営

業
利
益
で
８
億
５
０
０

０
万
円
か
ら
５
億
７
０

０
０
万
円
（
同
０
・
８
％

増
）
へ
下
方
修
正
。
Ｗ
Ｅ

Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｓ 

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
プ

レ
ミ
ア
ム
版
の
進
捗
遅

れ
の
リ
カ
バ
リ
ー
が
困

難
な
見
通
し
と
な
っ
た
。

Ｊ
パ
ワ
ー
火
力
増
加

　

Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
９

５
１
３
）
が
急
伸
。
２

２
年
３
月
期
の
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
連
結
営

業
利
益
で
４
４
０
億
円

か
ら
７
４
０
億
円
（
同

４
・
９
％
増
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
卸
電
力
取

引
市
場
価
格
の
上
昇
な

ど
に
よ
り
売
上
高
が
増

加
す
る
一
方
、
火
力
の

燃
料
費
の
減
少
な
ど
を

見
込
む
。

ダ
ン
ト
ー
Ｈ
Ｄ
売
却
益

 
 

　

２
日
、
ダ
ン
ト
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
５

３
３
７
）
が
急
伸
。
同

社
は
１
日
の
取
引
終
了

後
、
特
別
利
益
（
固
定

資
産
売
却
益
）
の
発
生

を
発
表
し
た
こ
と
が
材

料
視
さ
れ
た
。
宇
都
宮

工
場
跡
地
開
発
の
一
環

及
び
財
務
体
質
の
改
善

を
目
的
に
譲
渡
す
る
も

の
で
、
７
億
４
０
０
０

万
円
の
譲
渡
益
を
２
２

年
１
２
月
期
の
第
１
四

半
期
に
計
上
す
る
。
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ア
イ
ロ
ム
Ｇ
ス
ト
ッ
プ
高

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
ゲ
ー
ム
大
手
買
収

アイロムＧの
      日足チャート

 
 

 

　

２
日
、
ア
イ
ロ
ム
グ

ル
ー
プ
（
２
３
７
２
）

が
大
幅
に
４
日
続
伸
、

ス
ト
ッ
プ
高
ま
で
買
わ

れ
た
。
１
日
の
取
引
終

了
後
、
２
２
年
３
月
期

の
業
績
予
想
の
修
正
を

発
表
、
連
結
売
上
高
で

は
１
５
０
億
円
（
前
期

比
１
６
・
２
％
増
）
を

据
置
い
た
が
、
営
業
利

益
で
１
５
憶
円
か
ら
２

４
億
円
（
同
２
・
２
倍
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
領
域
の
大

型
案
件
を
複
数
受
託
し

た
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｍ

Ｏ
事
業
の
業
績
が
大
き

く
伸
長
し
て
い
る
。

大
塚
商
減
益
予
想
嫌
気

　

大
塚
商
会
（
４
７
６

８
）
が
急
落
、
昨
年
来

安
値
を
更
新
し
た
。
１

日
の
取
引
終
了
後
、
２

２
年
１
２
月
期
の
業
績

に
つ
い
て
、
通
期
連
結

営
業
利
益
で
前
期
比
４
・

０
％
減
の
５
３
６
億
円

と
減
益
を
見
込
む
こ
と

が
嫌
気
さ
れ
た
。
人
的

資
本
へ
の
投
資
に
加
え
、

昨
年
稼
働
し
た
首
都
圏

に
お
け
る
第
三
の
物
流

拠
点
で
あ
る
横
浜
物
流

セ
ン
タ
ー
の
先
行
投
資

費
用
な
ど
、
販
売
費
・

一
般
管
理
費
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
。

川崎汽配当据置き失望
　

３
日
、
川
崎

汽
船
（
９
１
０

７
）
は
後
場
一

段
安
と
な
り
、

東
証
１
部
下
落

率
ト
ッ
プ
に

な
っ
た
。
２
２

年
３
月
期
通
期

の
連
結
業
績
予

想
に
つ
い
て
、

売
上
高
を
６
９

０
０
億
円
か
ら

７
３
０
０
億
円

（
前
期
比
１
６
・

７
％
増
）
、
経
常

利
益
を
３
９
０

０
億
円
か
ら
５
・
．
０

倍
）
へ
上
方
修
正
し
た
。

た
だ
、
期
末
一
括
配
当

を
３
０
０
円
（
前
期
無

配
）
で
据
え
置
い
た
こ

と
が
失
望
売
り
を
誘
っ

た
。
一
方
、
通
期
予
想

の
上
方
修
正
と
併
せ
、

期
末
配
当
を
６
０
０
円

か
ら
８
０
０
円
に
引
き

上
げ
た
日
本
郵
船
（
９

１
０
１
）
は
小
幅
安
に

と
ど
ま
っ
た
。

公
開
価
格
14
％
下
回
る

リ
カ
バ
リ
ー
の
初
値

　

Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ

　

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
（
９
２
１

４
）
が
東
証
マ
ザ
ー
ズ

に
新
規
上
場
、
公
開
価

格
３
０
６
０
円
を
１
３
・

７
３
％
下
回
る
２
６
４

０
円
で
初
値
が
生
ま
れ

た
。
在
宅
療
養
生
活
を

支
え
る
看
護
師
な
ど
に

よ
る
訪
問
看
護
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
る
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

未来の農業へ研究開発

北米研究ユニットで幅広いテーマに

ク ボ タ

　

ク
ボ
タ
（
６
３
２
６
）は
１

月
に
設
置
し
た
米
国
の
新
研

究
組
織
「
北
米
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」（
テ
キ
サ

ス
州
グ
レ
イ
プ
バ
イ
ン
市
）で
、
自
律
型

農
業
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
未
来

の
農
業
の
た
め
の
研
究
開
発
に
着
手
し

た
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
農
業
の
進

化
、
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
実
現
す
る
た
め

の
知
能
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社

会
を
見
据
え
た
次
世
代
動
力
農
業
機
械

の
先
行
研
究
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
取

り
組
む
。

　

昨
年
１
２
月
に
グ
ル
ー
プ
入
り
し
た

自
動
運
転
技
術
の
ア
グ
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
社
に
加
え
、
著
名
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
Ｉ
ａ

ｎ 

Ｗ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
氏(

Ｔ
ｅ
ｓ
ｌ
ａ
社
、

Ｗ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｄ
社
の
共
同

創
業
者)

が
所
属
す
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
Ｄ
ｉ
ｍ
ａ
ａ
ｇ‐

Ａ
Ｉ
社
な
ど
幅
広
く
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

社
内
外
か
ら
結
集
。す
で
に
、
米
国
の
ブ

ド
ウ
農
場
で
の
使
用
を
想
定
し
た
各
種

次
世
代
農
業
機
械
の
コ
ン
セ
プ
ト
開
発

に
着
手
し
て
お
り
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
ス

ピ
ー
ド
で
研
究
開
発
を
進
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
社
外
リ
ソ
ー
ス
の
招
へ
い
も

含
め
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

企
図
し
た
開
発
体
制
を
強
化
、
環
境
に
配

慮
し
た
製
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献

す
る
と
し
て
い
る
。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 グロースからバリューへ

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は５週ぶりに
反発しました。年明け以降の投げ売
りも一巡し、リバウンド相場入りで
週足初白星となりました。ただし、
１月の月足が陰線包み足となり６カ
月、１２カ月線が下向きに転じ、週
足でも１３週、２６週線がデッドク
ロス。足元の反発は下げ過ぎの訂正
リバウンドに過ぎません。今回の急
落で昨年安値を大きく割り込んだこ
とから、レンジが一段切り下がりました。
そして物色の対象がグロースからバ
リューに変化しました。
　グロースが主役から降りたことで、日
経平均は今後上値を切り下げる展開が予
想されますが、今まで安値に放置されて
きた金融株などに活躍の余地が広がりま
した。今後は内需株中心に裾野が広がり
出来高が増加する展開になるでしょう。
１０年チャートを見比べれば、いかにバ

リュー銘柄が放置されていたの
かが確認できます。

新日科学Ｓ高で５連騰
前臨床事業好調で上方修正

新日本科学の日足チャート

　

新
日
本

科
学
（
２

３
９
５
）

が
５
連
騰
、

ス
ト
ッ
プ

高
ま
で
買

わ
れ
た
。

２
２
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
１
７

４
億
円
か

ら
１
７
９

億
円
（
前

期
比
１
８
・
５
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
３
８
億
円

か
ら
４
１
億
円
（
同
６

２
．
１
％
増
）
へ
上
方

修
正
。
前
臨
床
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
医
薬
品
開

発
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
ト
レ
ン
ド
が
加
速
、

抗
体
・
核
酸
医
薬
な
ど

創
薬
モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究

開
発
の
世
界
的
な
競
争

継
続
で
、
受
注
が
高
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。

メ
ル
カ
リ
赤
字
で
新
安
値

　

週
末
４
日
、
メ
ル
カ
リ

（
４
３
８
５
）が
大
幅
続

落
、
昨
年
来
安
値
を
更
新

し
た
。
２
２
年
６
月
期
第

２
四
半
期
累
計
の
連
結

決
算
は
、営
業
損
益
１
７

億
７
４
０
０
万
円
の
赤

字
（
前
年
同
期
実
績
１
３

億
７
０
０
０
万
円
の
黒

字
）で
着
地
し
た
。
フ
リ

マ
ア
プ
リ
や
決
済
サ
ー

ビ
ス
が
拡
大
、
売
上
高
は

４
８
％
増
と
大
幅
に
拡

大
し
た
が
、
先
行
投
資
負

担
が
損
益
を
圧
迫
し
た
。

 

日
本
通
信
は
黒
字
転
換

　

日
本
通
信
（
９
４
２

４
）が
急
伸
。
２
２
年
３

月
期
第
３
四
半
期
累
計

決
算
は
、
連
結
売
上
高
で

３
３
億
８
６
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
３
９
・
９

％
増
）
、営
業
利
益
で
１

億
９
９
０
０
万
円
（
前
年

同
期
２
億
４
４
０
０
万

円
の
赤
字
）と
黒
字
転
換

し
た
。
独
立
系
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ

事
業
者
初
の
大
手
携
帯

事
業
者
と
同
等
の
音
声

定
額
プ
ラ
ン
が
、
安
定
的

に
伸
長
し
て
い
る
。

公
開
価
格
８
％
下
回
る

セ
イ
フ
ァ
ー
ト
の
初
値

 
 

 
 

　

セ
イ
フ
ァ
ー
ト
（
９

２
１
３
）
が
東
証
マ
ザ

ー
ズ
に
新
規
上
場
、
公

開
価
格
１
１
２
０
円
を

８
％
下
回
る
１
０
３
０

円
で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

美
容
業
に
関
す
る
広
告

求
人
サ
ー
ビ
ス
、
紹
介

及
び
派
遣
サ
ー
ビ
ス
、

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。
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アズワン

３Q売上高は１８．９％増加
ｅコマース関連需要伸び新規商材拡大

今３月期利益予想を上方修正
経費執行マネジメント効果が表面化

あじかん

３Ｑ２９％増収で営業益倍増
半導体製造装置用ポンプ大きく伸びる

三相電機

第３四半期営業益３．１倍
粘接着剤用樹脂伸び収益を牽引

ハリマ化成Ｇ

　アズワン (７４７６)の２２年３月期の第３
四半期（４～１２月）決算は連結売上高６１
７億７９００万円（前年同期比１８．９％増）、
営業利益６２億４６００万円（同４．１％減）、
純利益４５億９７００万円（同２９．３％増）
となった。
　研究や生産の現場において、コロナ禍に伴
う停滞期であった前年の反動増に加え、経済
活動の復調を反映し、官民ともに需要が活発化。
コロナ禍に伴う行動変容により、集中購買な
どのＤＸに繋がるｅコマース関連での需要が
伸張し、ＷＥＢ上の取扱商品が５８０万点を超
え新規商材の拡大が寄与している。
　通期は売上高８５１億６０００万円（前期
比４．４％増）、営業利益８６億３０００万円
（同１２．８％減）、純利益６２億４０００万
円（同４．２％増）と従来予想を据え置いた。

　ハリマ化成グループ（４４１０）の２２年
３月期第３四半期累計の連結決算は、売上高
５６０億４５００万円（前年同期比２１．９
％増）、営業利益２９億９０００万円（同３．
１倍）、最終利益１９億８４００万円（同２．
６倍）と大幅増収で収益が急回復した。
　通販市場の拡大に伴い粘接着剤用樹脂の需
要が海外中心に増え全社収益を牽引。製紙用
薬品は原材料価格高騰の影響を受けたものの
引合いは強く、電子材料は熱交換器用ろう付
け材料や半導体用機能性樹脂が伸び収益を拡
大しており、樹脂化成品は合成ゴム用乳化剤
の好調で黒字に浮上した。
　通期は売上高７６８億円（前期比２２．２
％増）、営業利益３５億円（同２．２倍）、最
終利益１７億円（同５５．８％増）と前回予
想を据え置いた。年間３８円配当を継続。

　あじかん (２９０７)は２２年３月期予想を
連結売上高では４５０億円（前期比５．７％増）
を据置いたが、営業利益で３憶円から３億５
０００万円（同３１．９％減）へ、純利益で
３憶円から４億５０００万円（同２５．０％減）
へ上方修正した。
　年末年始の繁忙期において業務用食品など
の需要が拡大し、１２月単月で過去最高の売
上高を計上したが、１月以降は、新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響も考慮し、売上高は
前回予想を修正していない。
　一方、利益面では１月以降、海外調達品の
大幅な仕入価格上昇が見込まれるものの、第
３四半期までの業績に加え、継続的な経費執
行マネジメントの効果が表面化。また、円安
による為替予約の時価評価益や決済差益の拡
大も見込まれる。

　三相電機（６５１８）の２２年３月期第３
四半期累計の連結決算は、売上高１２３億３
７００万円（前年同期比２９．２％増）、営業
利益５億６７００万円（同２．１倍）、最終利
益６億５１００万円（同２．７倍）と大幅増
収で利益が急拡大した。
　旺盛な半導体設備投資を背景に半導体製造
装置用ポンプの受注が大きく伸び、海外を中
心に工作機械向けモータも増加、中国では空
調用モータが堅調に推移した。生産拠点再編
による稼働率と生産性向上や間接費用削減効
果も利益を押し上げている。
　通期は売上高１５８億円（前期比２２．２
％増）、営業利益７億４０００万円（同９２．
２％増）、最終利益７億７０００万円（同９１．
４％増）と前回予想を据え置いた。期末一括
配当は２５円（前期２２円）を予定。
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第３四半期３２％営業増益
米国など海外大型案件が収益押上げ

３Ｑ４３％営業増益で着地
製紙・環境事業が全社収益牽引

利益予想と配当引き上げ
マンション改修物件、高機能材も伸長

タキロンシーアイ

１Ｑ１４％増収営業益３５％増
感染対策で衛生資材の受注好調

前田工繊

荒川化学工業

　ＴＯＡ（６８０９）の２２年３月期第３四半
期累計の連結決算は、売上高２９１億２８０
０万円（前年同期比３．８％増）、営業利益１
１億４８００万円（同３２．３％増）、最終利
益８億３００万円（同５６．３％増）と増収
大幅増益になった。
　国内は鉄道車両向けの苦戦で小幅ながら減
収減益になったが、米国で商業施設向け大型
案件の納入が進み、カナダでは教育市場向け
が伸長、中東や英国、南アフリカ、中国でも
大型案件を納入するなど海外の大型案件が収
益を押し上げた。
　通期は売上高４２０億円（前期比３．５％増）、
営業利益２５億５０００万円（同１１．２％増）、
最終利益１７億円（同６．５％増）と従来予
想を据え置いた。配当は第２四半期末、期末
各々１０円、年間２０円を継続。

　荒川化学工業（４９６８）の２２年３月期
の第３四半期累計の連結決算は、売上高５９
９億３７００万円（前年同期比１７．５％増）、
営業利益３２億６５００万円（同４２．６％増）、
最終利益２１億１７００万円（同２１．８％増）
と大幅増収増益で着地した。
　粘接着・バイオマスや機能性コーティング
事業は原料価格上昇で苦戦したが、段ボール
原紙など板紙需要拡大に加え、印刷用紙も前
年の落ち込みから回復、製紙・環境事業が大
幅増益になり全社収益を牽引した。
　通期は売上高８００億円（前期比１３．４
％増）、最終利益１７億５０００万円（同１９．
３％減）と前回予想を据え置いたが、水素化
石油樹脂製造設備の本格稼働遅延に伴い償却
費計上を見送ることで、営業利益を２６億円
から３３億円（同１．３％増）へ引き上げた。

　タキロンシーアイ（４２１５）の２２年３
月期の第３四半期（４～１２月）決算は連結
売上高で１０５４億５５００万円（前年同期
比７．１％増）、営業利益で６９億４６００万
円（同８．８％増）、純利益で５８億４００万
円（同４５．９％増）となった。
　床・建装事業は、床部門において、マンショ
ン改修物件の受注が増加、高機能材事業は、
世界的な半導体需要の拡大を背景に、製造装
置向けの工業用プレート、エンプラ材の販売
が伸びた。
　通期は売上高１４００億円（前期比４．１％
増）、営業利益で８０億円（同６．０％減）と
従来予想を据え置いたが、純利益で５５億円
から６１億円（前期比１４．４％増）へ上方
修正、期末配当を１２円から１４円（前年同
期１２円）へ引き上げた。

　前田工繊 (７８２１)の２２年６月期の第１
四半期（９～１２月）決算は、連結売上高１
２５億２６００万円（前年同期比１４．４％
増）、営業利益１８億６３００万円（同３５．
４％増）、純利益１２億９００万円（同４０．
８％増）となった。
　ソーシャルインフラ事業では公共工事事業
において、斜面防災製品、景観資材の販売が
伸び悩んだものの、コンクリート構造物の補
修・補強材、河川護岸材などの販売が好調に
推移。不織布関連の製品は、スパンボンド（連
続長繊維不織布）の産業資材・自動車資材向
け販売が半導体不足などにより減少したもの
の、新型コロナウイルス感染症対策に絡んで
衛生資材の受注が好調に推移。アルミ鍛造ホ
イールを製造・販売する子会社のＢＢＳジャ
パンはＯＥＭ供給が伸びている。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏(

株
式
会

社
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代

表
取
締
役

)

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て

約
１
万
人
の
参
加
者
の
中
か

ら
優
勝
。
直
近
で
は
２
０
１
７
年
１
月
に
始
ま
っ
た
夕
刊
フ
ジ
主

催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
優
勝
。
１
カ
月
間
に
お
け

る
３
銘
柄
の
合
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
１
５
５
％
と
断
ト
ツ

の
結
果
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、

月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投

資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。http://marketbank.jp

大底を確かめる動きに‼

1月18日～19日の窓埋めが焦点

弱
気
が
大
勢
占
め
れ
ば
…

ＩＤＥＣの
　　　日足チャート

　新たな年
が始まった
１月の株式
市場は日米
供に大波乱
となったが、
２月は大底

を確かめる動きとなるだろう。
　米国市場ではハイテク株の比率が高いナスダ
ック総合株価指数は昨年１１月に付けた過去最
高値から一時１７％下落。その後、１月２８日
と３１日の２日間で７％上昇し、月間の下落率
は９％に止まった。１月最後の２日間は年金に
よる買いが２００億～３００億ドル入ったとい
う。今後はナスダック指数が日中の安値から６
％近く戻して終えた１月２４日の取引時間中の
安値（１万３０９４）を下回らずに推移できる
かが重要なポイントだ。
　チャートでは、日足の下ヒゲと共に大きな陽
線（終値が始値を上回る）を描いており、それ
だけ相場の反発力が強いことを意味する。その
後の急速な戻りもあって１月２４日が大底の可
能性が高い。もっとも、こうした相場の動きの
後は「二番底」となることも多い。１月２４日
のようにナスダック指数が取引時間中に４％超
下落し、そこから５％超戻した日は１９８８年
以降で６回あった。過去５回は、その後の１カ
月間でナスダック指数はいずれも下落し、平均
の下落率は６％安だった。３カ月後は平均で８

％下落
してい
る。
　また、
米ダウ
平均は
１月５
日の３
万６９
５２ド
ルから
１月２

４日に付け
た３万３１
５０ドルの
安値まで１
０．３％下
落。その後、
７日間で７．
５％戻して
いる。２月
２日には３
万５６７９
ドルを付け、
２５日移動
平均線を超
えた。「半
値戻しは全
値戻し」と
いう相場格
言があるが、
半値戻しを達成した。１月２４日が大底
といえる。
　一方、日本株は戻りが弱い。日経平均
は１月５日の２万９３８８円から１月２
７日の安値（２万６０４４円）まで１１．
４％下落。その後、４日間で５．８％戻
した。日経平均の２５日移動平均は２万
８００９円。半値戻りは２万７７１６円
となる。更なる高値追いには１月１８～
１９日の窓埋め（２万７９５８～８１２
９円）を達成出来るかが焦点となる。
　マザーズ指数は１月４日の高値（９９
５．６）から１月２８日の安値（７１９）
まで２７．８％も下落。その後の戻りは
３日間で１２．４％だ。２５日移動平均
が８５６．６。半値戻りが８５７．３と
なる。米国株が大底を打ち、日本株も下
値を固める動きとなるだろう。弱気の投
資家が大勢を占めれば大底だ。
　潮流銘柄はＩＤＥＣ（６６５２）、ＪＦ
Ｅホールディングス（５４１１）、ディ
スコ（６１４６）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

スタグフレーションの可能性も

忍
び
寄
る
ス
タ

　

グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

乱
高
下
に
注
意
必
要

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
７
２
２
円
高
と
５
週
ぶ
り
の
上

昇
と
な
っ
た
。
今
年
に
入
っ
て
初

め
て
の
週
足
陽
線
で
あ
る
。

　

テ
ク
ニ
カ
ル
的
に
も
先
週
の
陽

線
は
そ
の
前
の
陰
線
の
胴
体
部
分

を
陽
線
が
包
み
込
む
「
陰
の
包
み

陽
線
」
で
反
転
を
示
唆
す
る
。

１
月
２
７
日
の
安
値
（
２
万

６
０
４
４
円
）
で
一
旦
は
底

を
打
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

だ
が
、
戻
り
を
試
す
程
度
で

本
格
的
な

底
入
れ
と

は
言
い
難

い
と
思
わ

れ
る
。

　

コ
ロ
ナ

禍
で
経
済

が
停
滞
す

る
中
、
最

近
は
物
価

の
上
昇
が
著
し
い
。
イ
ン
フ
ラ
の

電
気
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の

上
昇
に
加
え
小
麦
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
食
品
や
日
用
品
の

値
上
げ
が
相
次
い
で
い
る
。

　

先
日
も
発
売
以
来
４
２
年
間
１

本
１
０
円
で
売
ら
れ
て
い
た
「
う

ま
い
棒
」
が
１
２
円
に
２
割
も
値

上
げ
を
す
る
と
発
表
に
な
っ
た
。

様
々
な
企
業
努
力
に
よ
っ
て
価
格

は
ず
っ
と
据
え
置
か
れ
て
い
た
の

に
遂
に
「
原
材
料
費
と
運
搬
費
の

高
騰
」
に
よ
り
値
上
げ
と
な
っ
た

よ
う
だ
。
個
人
的
に
は
子
供
の
頃

か
ら
好
き
な
お
菓
子
で
あ
っ
た
為
、

「
う
ま
い
棒
、
お
前
も
か
」
て
感
じ

で
あ
る
。

　

米
国

や
欧
州

で
は
景

気
回
復

に
伴
い

物
価
も

給
料
も

上
昇
し

て
い
る

が
、
日
本
の
場
合
は
２
５
年
間
所

得
は
横
ば
い
で
あ
る
。
物
価
が
安

定
し
て
い
た
か
ら
生
活
に
大
き
な

影
響
は
な
か
っ
た
が
、
最
近
の
物

価
上
昇
は
家
計
に
影
響
を
及
ぼ
し

始
め
て
い
る
。

　

い
よ
い
よ
所
得
が
上
が
ら
な
い

の
に
物
価
が
上
が
る
ス
タ
グ
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
陥
る
可
能
性
が
出
て

き
た
。
国
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
で
物
価
の
上
昇
は

一
過
性
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

政
府
は
賃
金
を
上
げ
た
企
業
に
は

法
人
税
を
減
税
し
ま
す
な
ど
と
言

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
ス

タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
る
危
機

感
を
持
ち
始
め
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

　

も
し
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
と
の
衝

突
と
な
れ
ば
原
油
の
更
な
る
高
騰

は
避
け
ら
れ
ず
、
様
々
な
物
価
が

も
っ
と
上
昇
し
経
済
が
混
乱
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
こ
ん
な
環
境
下

で
は
相
場
は
戻
り
を
試
す
の
が
精

一
杯
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

チ
ャ
ー
ト
で
は
１
月
５
日
の
高

値
（
２
万
９
３
８
８
円
）
を
起
点

と
す
る
上
値
ト
レ
ン
ド
ラ
イ
ン
（
２

万
７
５
０
０
円
処
）
で
上
値
を
抑

え
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
ま

ず
は
こ
の
ラ
イ
ン
を
抜
け
て
く
る

こ
と
が
重
要
だ
が
抜
け
て
く
る
と

今
回
の
下
げ
幅
（
約
３
２
９
３
円
）

の
半
値
戻
り
（
２
万
７
６
９
１
円
）

や
基
準
線
（
２
万
７
７
１
６
円
処
）

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
そ
う
だ
。

そ
の
上
は
２
５
日
線
（
２
万
７
８

８
７
円
処
）
が
意
識
さ
れ
る
ラ
イ

ン
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
下
値
は
節
目
の
２
万
７

０
０
０
円
が
重
要
ラ
イ
ン
と
な
っ

て
く
る
。
先
週
も
２
万
７
０
０
０

円
前
後
で
は
買
い
が
入
っ
て
き
て

お
り
、
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
の
ラ
イ

ン
と
な
る
。
そ
の
下
は
転
換
線
（
２

万
６
８
０
５
円
処
）
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
く
る
が
、
す
ん
な
り
割

っ
て
く
る
と
週
足
雲
の
下
限
（
２

万
６
６
５
５
円
）
が
意
識
さ
れ
る

展
開
と
な
ろ
う
。

　

今
週
は
４
日
立
ち
合
い
で
あ
る

が
２
月
Ｓ
Ｑ
週
で
も
あ
る
。
乱
高

下
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
「
突

っ
込
み
買
い
の
戻
り
売
り
」
で
あ
る
。

今
週
の
レ
ン
ジ
は
２
万
６
８
０
０

円
か
ら
２
万
７
７
０
０
円
を
想
定

す
る
。　
　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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株街往来
星野三太郎の

～問題点多いＩＰＯ～
 

　

公
正
取
引

委
員
会
が
１
月
２
８
日
に
、

証
券
会
社
が
主
導
す
る
新
規

株
式
公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
時
の

価
格
決
定
を
巡
る
報
告
書
を

ま
と
め
、
現
行
の
値
決
め
の

慣
行
は
独
占
禁
止
法
違
反
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の

見
解
を
示
し
た
。
証
券
会
社

が
上
場
時
の
価
格
を
低
く
す

る
こ
と
で
投
資
家
の
リ
ス
ク

は
軽
減
さ
れ
る
が
、
そ
の
半

面
、
上
場
す
る
企
業
の
調
達

資
金
や
創
業
者
ら
が
得
ら
れ
る
利
益
が
少
な
く
な
る
こ
と

を
問
題
視
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

昨
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
値
動
き
を
見
る
と
、
公
開
価
格
か
ら

数
倍
上
回
る
初
値
を
付
け
て
も
、
そ
の
後
は
、
公
開
価
格

割
れ
ま
で
下
落
し
て
い
る
企
業
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

仮
に
経
営
陣
が
望
む
よ
う
な
高
い
価
格
を
設
定
を
し
て
も
、

価
格
に
見
合
う
魅
力
が
な
け
れ
ば
、
初
値
が
公
開
価
格
割

れ
に
な
る
。
今
回
の
報
告
書
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
時
の
価
格
決
定
だ

け
を
問
題
視
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
仮
に
公
開
価
格
や
初

値
が
低
く
な
っ
て
も
、
上
場
時
に
描
い
た
展
望
通
り
に
業

績
が
拡
大
す
れ
ば
、
株
価
も
そ
れ
に
見
合
っ
た
上
昇
に
な

り
、
企
業
も
潤
う
こ
と
に
な
る
。
昨
年
末
は
１
日
あ
た
り

数
社
同
時
上
場
に

よ
る
供
給
過
剰
も

初
値
形
成
に
影
響

を
与
え
て
い
た
と

思
う
。
価
格
決
定

以
外
に
も
問
題
点

は
多
い
。

1970 年代の実物大工業化住宅
(積水ハウスの軽量鉄骨住宅）

実物大工業化住宅を出展

大阪中之島美術館 開館記念展

 

積水ハウス

　
積
水
ハ
ウ
ス
（
１
９
２
８
）
は

２
月
２
日
に
開
館
し
た
大
阪
中
之

島
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
る
開
館

記
念
展
「
み
ん
な
の
ま
ち 

大
阪
の

肖
像
」
（
会

期
：
４
月
９

日
か
ら
１
０

月
２
日
）
に
、

１
９
７
０
年

代
の
実
物
大

工
業
化
住
宅

（
軽
量
鉄
骨

住
宅
）
を
出

展
す
る
。

　

こ
の
記
念

展
は
「
大
阪
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

す
る
も
の
で
、
明
治
か
ら
現
在
へ

と
時
代
を
た
ど
り
な
が
ら
、
絵
画
・

写
真
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
品
に

加
え
、
家
電
・
工
業
化
住
宅
な
ど

工
業
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
展
示
に

よ
り
、
躍
動
す
る
大
阪
を
伝
え
る

展
覧
会
。

　

今
回
の
記
念
展
で
は
、
当
時
の

住
空
間
を
再
現
す
る
た
め
、
現
在

の
積
水
ハ
ウ
ス
の
ベ
ー
ス
と
な
る

躯
体
シ
ス
テ
ム
や
ｎ
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
よ

る
プ
ラ
ン
展
開
、
住
宅
建
材
・
設

備
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
て
、
「
新
建

材
」
と
呼
ば
れ
た
内
装
材
に
よ
る

イ
ン
テ
リ
ア
を
実
空
間
で
展
示
。

さ
ら
に
住
宅
内
に
は
当
時
の
家
電

製
品
も
展
示
さ
れ
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

ヴィタメールコレクション全３種類

ハートのドーナツ期間限定ダ
ス
キ
ン

 misdo meets WITTAMER 
ヴィタメールコレクショ
ン 「ハートのドーナツ」

 

　ダスキン（２
９１０）が運営
するミスタード
ーナツはベルギ
ー王室御用達パ
ティスリーブラ
ンドである「ヴ
ィタメール」と
共同開発した
『ｍｉｓｄｏ ｍ
ｅｅｔｓ ＷＩ
ＴＴＡＭＥＲ 

ヴィタメールコレクション 「ハートのドーナ
ツ」』全３種類を２月下旬まで全国にて期間限
定で発売している。
　ベルギーワッフルをイメージしたドーナツ
生地に２つのショコラを味わえる真っ赤な色
合いが印象的な「ルージュハート」、マカダミ
アナッツとアーモンドの食感が楽しい「ノワ
ールハート」、ブルーベリージャムの程よい酸
味がアクセントの「ブランシュハート」の計
３種類をご用意する。
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

ソフトバンクＧ
　　　　の日足チャート

トヨタの日足チャート

連休前４日立ち合いで動意薄

自動車大手決算に注目

　

２
月
第
１

週
の
株
式
市

場
は
、
１
月

３
１
日
に
３

日
ぶ
り
に
日

経
平
均
が
２

万
７
０
０
０

円
を
回
復
し
、

２
日
に
２
万

７
５
６
４
円

ま
で
戻
り
を

試
し
た
後
に

戻
り
売
り
に

押
さ
れ
る
場

面
が
あ
っ
た

が
、
比
較
的

落
ち
着
い
た

動
き
に
な
っ

た
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
後
の
パ
ウ
エ
ル
Ｆ

Ｒ
Ｂ
議
長
の
曖
昧
な
会
見
に
よ

り
米
国
の
金
融
政
策
の
動
向
に

不
安
が
残
っ
て
い
た
が
、
そ
の

後
は
複
数
の
地
区
連
銀
総
裁
が
、

そ
ろ
っ
て
緩
や
か
な
金
融
引
き

締
め
に
言
及
し
た
こ
と
で
、
大

幅
な
利
上
げ
観
測
が
後
退
し
た

こ
と
が
安
心
感
に
繋
が
っ
た
。

米
国
の
主
要
企
業
に
つ
い
て
は

メ
タ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ズ

（
旧
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
は
決

算
悪
で

売
ら
れ

た
が
、

ア
ッ
プ

ル
や
グ

ー
グ
ル
親

会
社
の
ア

ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
、
ア

マ
ゾ
ン
は

好
内
容
か

ら
買
わ
れ

て
お
り
、

こ
れ
が
東
京
市
場
の
ハ
イ
テ
ク

見
直
し
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

米
国
の
決
算
に
つ
い
て
は
今

週
は
、
８
日
に
フ
ァ
イ
ザ
ー
、

９
日
に
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ

ー
、
１
０
日
に
イ
ル
ミ
ナ
が
発

表
を
予
定
し
て
い
る
。
フ
ァ
イ

ザ
ー
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
に
加
え
て
、
昨
年
１

２
月
に
Ｆ
Ｄ
Ａ
か
ら
緊
急
使
用

が
認
可
さ
れ
た
経
口
治
療
薬
も

寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
好
決
算

は
予
想
さ
れ
る
。
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
動
画
配
信
サ
ー

ビ
ス
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
＋
」
が

好
調
に
推
移
し
て
お
り
、
有

料
会
員
数
の
推
移
が
注
目
点

で
、
メ
タ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ズ
の
よ
う
な
波
乱
の
リ

ス
ク
は
低
い
だ
ろ
う
。

　

今
週
は
１
１
日
が
建
国
記

念
で
３
連
休
に
な
る
こ
と
か

ら
、
１
０
日
の
オ
プ
シ
ョ
ン

Ｓ
Ｑ
ま
で
の
４
日
間
立
ち
合
い

で
は
大
き
な
動
き
は
な
い
だ
ろ

う
。
個
別
で
は
８
日
の
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
（
９
９
８
４
）

と
１
０
日
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
（
８
０
３
５
）
は
値
が
さ
株

だ
け
に
そ
の
内
容
次
第
で
は
日

経
平
均
の
動
き
に
影
響
を
与
え

よ
う
。
８
日
の
日
産
自
動

車
（
７
２
０
１
）
、
９
日

の
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
７
２

０
３
）
と
ホ
ン
ダ
（
７
２

６
７
）
の
３
大
自
動
車
メ

ー
カ
ー
の
決
算
に
も
注
目
。

当面のスケジュール

 

・７日 12月景気動向指数(14:00)
・８日 12月家計調査(8:30)
　　　 1月景気ｳｫｯﾁｬｰ調査(14:00)
　　　 米12月貿易収支(22:30)　 
・９日 1月マネーストック(8:50)
　　　 米10年国債入札
・10日 1月国内企業物価指数(8:50)
　　　 1月都心オフィス空室率(11:00)
　　　 オプションSQ
　　　 米1月消費者物価(22:30)
　　　 米30年国債入札

編 

集 

後 

記

　

コ
ロ
ナ
禍
で
２
度
目
の
花
粉

症
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
。
飛
散

量
は
例
年
並
み
、
も
し
く
は
少

な
い
よ
う
だ
が
、
い
つ
も
以
上

に
き
ち
ん
と
し
た
対
策
が
必
要

と
い
う
。
目
や
鼻
が
か
ゆ
く
て

指
で
触
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
粘
膜

に
触
れ
、
感
染
リ
ス
ク
を
上
げ

て
し
ま
う
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は

の
ど
の
痛
み
や
鼻
水
な
ど
風
邪

の
症
状
を
起
こ
す
こ
と
が
多
く
、

花
粉
症
な
の
か
コ
ロ
ナ
感
染
症

か
が
分
か
ら
ず
、
く
し
ゃ
み
な

ど
で
周
り
に
ウ
イ
ル
ス
を
広
げ

て
し
ま
う
危
険
も
あ
る
と
い
う
。

　

東
京
市
場
は
シ
ョ
ッ
ク
安
か

ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
が
、
イ

ン
フ
レ
下
で
の
銘
柄
選
別
を
き

ち
ん
と
し
て
お
き
た
い
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


